
第１7回奈良県「差別と人権」研究集会開催要綱 

 

【研究集会の目的】 

    ２０２２年、ロシアによるウクライナ軍事侵攻以来、世界の至る所で争いが絶えず列強国による力の支配が強まって 

   います。国連を中心とした戦後の世界体制が音を立てて崩れ「力こそ正義」とも言うべき時代は、暴力と怨嗟、荒涼と 

した世界しか生み出すことが出来ず、人と自然を破壊し続けます。 

   このような困難な時代だからこそ「個としての私」がどう生きるのか。差別や迫害に対して目を背けることのない態 

  度が改めて問われています。すべての暴力や差別を許さず、それらに抗うことのできる奈良県「差別と人権」研究集会 

  であり続けたいと願っています。 

   さてここ数年「差別と人権」研究集会は「部落・部落問題の可視化」についてこだわってきました。昨年の記念講演 

で、黒川みどりさん(静岡大学名誉教授)は、部落差別の歴史的事実や現実の差別から避けて通り、その上で通り一遍の 

人権が語られる潮流があること、それを「部落問題の無化」として厳しく警鐘を鳴らしています。 

   トークセッションでは「日常の中にある部落差別」-マイクロアグレッションとは-をテーマとして BURAKU HERITAGE 

のメンバーに「私」を軸に発信していただきました。 

   今年のテーマも引き続き「部落・部落問題の可視化」に焦点を当てます。記念講演は石元清英さん(関西大学名誉教 

授)を予定しています。石元さんは長年に亘って多くの被差別部落の実態調査や市民意識調査に携わりながら、大学の 

教壇に立ち学生に部落問題を語ってきました。その中で多くの学生が「部落問題を誤解している事に驚いた」と言わ 

れています。 

今回の講演では、何が学生たちに誤解を与えているのか、現状の「人権・同和」教育の問題点を検討し、誤解や偏見 

に対峙し批判できる力を獲得する教育について考えます。そして部落の可視化を進める「人権・同和」教育について提 

案をいただきます。 

２０２５年３月、９人の被差別部落出身女性による共著「部落フェミニズム」が発刊されました(エトセトラブック 

ス)。午後はその著者４人の方によるパネルディスカッションと会場の皆さんとの意見交換を予定しています。全国水 

平社創立以来、部落解放運動が差別の撤廃に大きな役割を果たしながらも、フェミニズム(女性解放・ジェンダー平等) 

についての視点が脆弱であった要因を共有化することで、人々の連帯や交差性 (インターセクショナリティ)の理解が 

深化できればと期待しています。是非とも多くの皆様のご来場をお願いします。 

 

 １．主催並びに運営 

主     催   特定非営利活動法人なら人権情報センター 

             連絡先： 奈良県磯城郡田原本町鍵３０１－１  

ＴＥＬ ： ０７４４－３３－８５８５   ＦＡＸ：０７４４－３２－８８３３ 

      運 営・協 賛  奈良県「差別と人権」研究集会実行委員会（呼びかけに賛同し協賛する市町村並びに各種団体で構成）  

              実行委員長  古 川 友 則 （特定非営利活動法人なら人権情報センター理事長） 

 

２． 期     日   2026年  ９月5日（土）受付：午前９時 開会：午前９時３０分 閉会：午後４時３０分  

                             

３． 場     所   田原本町 弥生の里ホール他（田原本青垣生涯学習センター内） 

              住 所： 磯城郡田原本町阪手２３３－１ 

                      電 話： 弥生の里ホール ０７４４－３４－７０００ 

 

４.  日      程      ９月 5日（土）  

9時00分  受  付               13時00分  パネルディスカッション 

9時30分  開会行事         16時10分  まとめ 

10時15分  記念講演         16時25分     研究集会閉会 

12時00分  昼食   

 

５． 参   加   費   ３，５００円（弁当付き） ３，０００円（弁当なし） 

  

 ６． 集 会 テ－マ   「部落・部落問題の可視化について」 

   

７． 記 念  講 演   演 題 ： 「なぜ学生たちは部落問題を誤解しているのか」 

- 部落の可視化を進める同和教育とは - 

 

          講 師 ： 石 元 清 英 さん 関西大学名誉教授 



 

８. パネルディスカッション 

  

コーディネーター パ    ネ    ラ    ― 会場 

福岡 ともみさん 
（認定 ﾌｪﾐﾆｽﾄｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ･ 

   ｱﾄﾞｳﾞｫｹｲﾀｰ） 

 

テーマ：   「部落フェミニズムの可視化」 

 -部落女性が切り拓いてきたこと、発信してきたこと- 

 

① 宮前 千雅子さん （関西大学人権問題研究室委託研究員） 
※水平社の姉妹たち 

 

② 藤岡 美恵子さん （法政大学大学院非常勤講師） 
※反レイシズムとインターセクショナリティ（交差性） 

 

③ のぴこさん     （大阪で小さなコミュニティスペースを友人達と運営）  

          ※反差別から広がる関心事―部落女性として 

不可視化に抗していくことの一例として 

 

弥生の里

ホール 

 

９．参加について 

    参加券を購入される方は、事前に申し込んでいただくか、当日券を販売します。 

 

なお、当日弁当は販売しておりません。弁当をご希望の方は事前に予約をお願いします。弁当代は６００円です。 

参加券３，５００円の方には弁当代が含まれています。      

  

特定非営利活動法人なら人権情報センター  電話 0744-33-8585 FAX 0744-32-8833 

 

 

１０．その他注意事項  

※ 青垣生涯学習センターの駐車場は台数に限りがありますので、車で参加される場合は、出来る限り乗り合わせてご参加

ください。会場周辺の道路上への駐車は、混乱の原因になりますので厳禁です。臨時駐車場として、生涯学習センター

東側駐車場・社会福祉協議会駐車場をご利用ください。当日、駐車場係が誘導いたしますので、その指示に従っていた

だけますように、ご理解とご協力をお願い致します。 

※ 近鉄田原本駅・西田原本駅をご利用の方は、８:３０～９:３０の間、田原本駅西側ロータリーから会場まで送迎します。 

帰りも、会場から田原本駅西側ロータリーまで送ります。 

※ 託児所は設置いたしませんのでご了承お願い致します。 

※ 要約筆記・手話通訳があります。 

※ 奈良県北西部に警報発令の可能性が高いと予想される場合など、 

集会を中止せざるを得ない場合は、前日の午前中に特定非営利活 

動法人なら人権情報センターホームページに掲載し、関係各位に 

連絡します。(URL :http://www.nponara.or.jp/ )  

 

１1． 会場案内 

 

⚫ 弥生の里ホール（青垣生涯学習センター内） 

 

⚫ 駐車場： 

 

 

 

 

 

① 青垣生涯学習センター（北側）駐車場 

② 青垣生涯学習センター東側駐車場（南東） 

③ 田原本町社会福祉協議会駐車場 

役場 


